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従来の測定方法

測量の基準となる点を
光波測量機などで測っ
ていました。

丁張を設置して
掘削の角度を設
定していました。

メジャ－で掘削する幅な
どを測定していました。

▲ 無人航空機（ドローン）

このカメラで撮影し
た写真を重ね合わせ
て3次元の地形デー
タを作成します。

▲ ３次元化された地形データ

今回の測定方法

３次元測量のメリット
①従来は、人力で長さや高さを測ってい
た掘削、盛土量が自動算出できます。

②工事書類が削減されます。

③測量にかかる時間が削減されるため、
労働力不足に対応出来ます。

アイ コンストラクション

国土交通省では、今後予想される労働力不足や建設現場の労働災害の防止等を背景として、情

報化施工（ｉ－Construction）に取り組んでいます。

その中で、成瀬ダム工事事務所では、工事着手前の測量において無人航空機（ドローン）によ

る３次元測量を行いました。



ご当地ダムカレーが各地で話題となってい
ますが、東成瀬村でも「なるせダムカレー」
があるのは皆さんご存知でしょうか。
やまゆり温泉ホテルブランで味わうことが

できます！！
なるせ赤べご（幻の短角牛）をふんだんに

使ったキーマ風カレーで、他では味わうこと
のできない逸品です！他にも村産の新鮮で安
心な野菜をたくさんトッピングしていて、ボ
リュームも満点です。新作のトマトコロッケ
もついています＾＾
お米は、食味の高い仙人米を使用していま

す。とってもおいしいですよ！

成瀬ダム工事事務所では工事並びに調査・測量業務の事故を未然に防止することを目
的として、「事故防止対策委員会」を施工業者等を含めて設置しています。

9月26日に「事故防止対策委員会」による安全パトロールを２工事で行い、作業内
容や事故防止対策について点検をしました。

パトロール終了後、点検結果報告より検討会が行われ、施工業者等の安全意識の向上
と安全対策の徹底を再確認しました。

▲パトロールの様子 ▲パトロール終了後の検討会



工 事 現 場 だ よ り

●今号では、「成瀬ダム工事用道路（右岸上流）工事」の現場を紹介します。
ダムサイト右岸の天端（※）に車両を通行させるための工事用道路を造成しています。
ダム完成後には、ダムサイト右岸に建築予定の管理所へ行く道路として、利用される予
定です。地形が急峻なため、擁壁（補強土壁）を設置して道路を整備しています。
（※）天端…ダム堤体の一番上部のことです。

▲写真② 工事後の状況（イメージ）

▲写真① 工事前の状況

工事用道路
（右岸）

▲写真③ 工事後の状況（イメージ）

「成瀬ダム工事用道路（右岸上流）工事」
施工会社：㈱佐藤建設

現場代理人：菅野力 当現場は、

傾斜地での作業となりますが、

『安全はすべてに優先する』

をスローガンに掲げ、無事

故・無災害で工事を進めてま

いります。

また、自分自身も成瀬ダムの

完成を心待ちにしております。

以上、よろしくお願い致しま

す。
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※ 現場見学を希望する方は事前に下記までお申し込みください。
なお、対象は団体とさせていただきます。

▲ 今回紹介する現場箇所
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ほきょうどへき

補強土壁を設
置して、道路を
整備しています。

ほきょうどへき


